
1

第３期 東御市教育大綱

第３期 東御市教育基本計画

第３期 教育大綱

１ 大綱策定の趣旨

子どもたちは前向きに立ち向かい、自ら考え、自ら選択する力を養い、自らの人生を切り

拓ける子どもたちを育んでいくことは不変です。そのために、家庭や地域社会など、我々が

できうる限りのことをしながら、支えていく必要があります。めざす教育の在り方の姿を定

めるために、ここに大綱を策定します。

2 基本理念 互いを尊重し、ともに学び支え合い、

明日を拓く心豊かな人づくりを進めます。

3 大綱の期間

第３期東御市教育大綱の期間は令和 6年度から令和 10年度までの 5年間とします。

4 大綱の位置づけ

大綱は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」(昭和 31年法律第 162号)により、

市としての教育政策に関する方向性を明確化するため、市長において教育に関する「教育大

綱」を策定するもので、教育行政の目標や施策の根本をなす方針です。

【大綱のイメージ】
東御市総合計画

東御市教育基本計画

東御市教育大綱

国

第

４

期

教

育

振

興

計

画

県

第

４

次

教

育

振

興

計

画

概要版



2

1 計画策定の趣旨

教育大綱に「互いを尊重しともに学び支え合い、明日を拓く心豊かな人づくりを進めま

す。」を据え、その実現に向けた施策を総合的かつ計画的に推進してまいりました。

この間、ＩＣＴ（情報通信技術）の普及やグローバル化、少子高齢化が進行するなど、社

会経済の状況は変化し、教育に関する課題も複雑化・多様化しています。

当市では、これらの背景を踏まえた上で、第 2期計画に引き続き、今後も教育行政を総合
的かつ計画的に推進するための「第３期東御市教育基本計画」を策定し、本市の教育の基本

目標と取り組むべき施策の体系を明示するものです。

2 基本理念 子どもたちが健やかに成長する環境づくりと、

互いを尊重し、ともに学び支え合い、

明日を拓く心豊かな人づくりを進めます。

3 計画の期間

第３期東御市教育基本計画の期間は令和 6年度から令和 10年度までの 5年間とします。

4 第３期東御市教育基本計画策定の考え方

本計画における施策の体系は、第２期計画と同様に、①基本目標、②施策、③施策の方向、

④主な事業、の４階層の構造とします。なお、第３期計画で取り組むべき教育施策等は、第

２期計画中に実施してきた進行管理（点検・評価）の結果等を踏まえ、近年の教育を取り巻

く社会の動向などを勘案し、各施策の方向ごとに今後対応すべき課題については第２期計

画で設定した目標に対して未達成の取り組みはもちろんのこと、当初の目標は達成したも

のの、取り組みの進捗等により新たな課題が挙げられる取り組みについても、第３期計画に

おいて引き続き取り組むこととします。

5 第３期教育基本計画の基本理念、基本目標と施策

第３期教育基本計画の基本理念は、教育大綱と同じとし、9つの基本目標のもと、26 の
施策を設定し、様々な事業に取り組みます。体系は別紙のとおり。

6 計画の推進

教育基本計画は、学校、関係機関、団体、行政が一体となって社会全体で、それぞれの立

場において責務を果たすことが重要です。本計画に位置付ける事業は、毎年度実施する事務

点検評価等の対象項目と合致することから、計画の進捗管理については、事務点検評価等の

中で実施することとします。

円滑に推進するため、社会情勢等の変化を的確に捉えて、推進状況等を考慮しながら、

PDCAサイクルにより、計画内容の見直しを行います。

第３期 東御市教育基本計画 子どもたちの未来のために
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【別紙】基本目標と施策、施策の方向(主なもの)は次のとおり。

基本目標 施策 施策の方向 (主なもの)

１．教育環境の
整備

1. 学校事故の防止と
安全管理

①危機管理ﾏﾆｭｱﾙの見直しと研修の実施します。
②避難訓練・不審者対応訓練の実施します。
③通学路点検をします。

2. 学校施設・環境の
充実

①学校施設・環境の充実や安全管理を図ります。
②学校施設、遊具、給食施設などの点検及び計画的な修繕を
図ります。
③通学路の危険個所の把握と関係機関との調整や周知をし
ます。

２．切れ目のな
い教育の推進

1. 不登校対策 ①子どもの実態に寄り添った支援の実施をします。
②ｹｰｽﾜｰｶｰを配置し、教育相談、支援会議等の実施
③アセスの実施により学校経営に役立て、不登校の未然防止
につなげます。

2. 多様な学びの場の
提供

①心の教室相談員等を配置し、多様な学びの場を提供しま
す。
②個の実態に適した学びの場の設定に努めます。
③学校での学びに抵抗のある子どものために中間教室など
学校外の学びの場を提供します。

3. 幼・保・小の連携 ①幼保・小・中・高の連携を通して、切れ目のない支援体制
を構築します。
②就学前相談や校内支援会議を通した教育相談の充実。

4. インクルーシブな
教育の実現

①発達特性が認められる子どもの早期発見と早期対応がで
きるようにします。
②各校ニーズに添った特別支援教育支援員の配置

5. 特別支援教育の充
実

①特別支援学級や通級指導教室の共通理解を図る。
②支援会議や構内教育支援委員会の活性化を図り、学びの場
の柔軟な見直しにつなげます。
③副学籍の運用が確実に行われるようにします。

３．確かな学力
と学びを育む
教育

1. 学力向上 ①算数・数学の少人数学習等を進め、課題に応じた個々の指
導につなげます。
②英語の楽しさを体感できる英語・外国語活動を目指しま
す。
③理科など、各教科の専門性を生かした授業づくりをし、子
ども達の学力伸長を図ります。

2. ＩＣＴ教育の推進 ①ＩＣＴを効果的に活用した、わかりやすく深まる授業の実
現を図ります。
②ＩＣＴ教育支援員を配置します。

3. 支える教職員のス
キルアップ

①教職員の資質・力量の向上を図ります。

4.心と身体を
育む教育

1. 体力向上（体力づく
り）

①新体力テストの統計処理結果を体力向上に役立てます。
②放課後の有効活用を図り、気軽に、簡単に取り組める運動
機会を設けます。

2. 道徳教育 ①教育活動を通し、よりよく生きる道徳的価値に向かい合
い、実践する力をつけることを目指します。
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②道徳教育や人権教育を通して、いじめのない人間関係づく
りを進めます。

3. 食育 ①学校毎の「食に関する指導の全体計画」に基づき、各教科
等を通じて食育を進めます。
②学校給食の適正な給食費を定めます。

５.地域に開か
れた学校

1. コミュニティスク
ール

①保護者や地域住民が一定の権限と責任をもって学校運営
に参画し、よりよい教育の実現を目指します。

2. キャリア教育 ①社会人・職業人として自立し、時代の変化に力強くかつ柔
軟に対応していけるよう、幅広い能力の形成を支援します。

６.青少年の健
全育成の推進

1. 地域全体で子ども
を育てる育成活動

①育成会を中心に、青少年の社会参画と異年齢・異世代の交
流を深めます。
②ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰの養成や地域を越えた交流事業を実施します。

2. 青少年の非行・被害
の防止活動

①青少年に有害な社会環境の浄化を図ります。
②薬物使用が低年齢化していることから、薬物についての知
識や防止のための講演会など、啓発活動を行います。

3. ネットリテラシー
教育

①小学１年生から中学３年生までを対象にネットリテラシ
ー授業を実施します。また、市民向けの講演会を実施します。

4. 子どもの放課後活
動

①児童館と放課後児童クラブの充実を図り、子どもが子ども
らしく主体的に過ごす時間を創出します。

７.人づくり、
地域づくりに
つながる生涯
学習の推進

1. 生涯学習の場づく
り

①市民の学習ニーズを捉え、要望を反映した学習機会の提供
を図ります。
②公民館予約システムを導入し、利便性の向上を図ります。

2. 地域の人材育成 ①指導者・後継者の人材を発掘するため、「ふれあい人材バ
ンク」の登録者の増員を図ります。

3. 公民館事業 ①講義室や各学習室を利用した講座・講演会等を開催するこ
とにより、自主学習等を推進する機運の醸成を図ります。

4. 図書館の利活用 ①利用実態に沿った蔵書の更新や、現在ある本を利用しても
らう工夫、寄贈本の積極的受入を行います。
②魅力的な行事等を企画し、未利用者の獲得に努めます。

８.文化財の保
存と活用

1. 文化財の保存と活
用

①指定文化財や古文書などを良好な状態に保ち、未指定の文
化財は後世まで保護する観点から、市指定文化財として指定
を推進します。
②伝統行事継承のため保存活動や地域・団体等に対し保存活
動や伝統行事に対する支援を行い、担い手育成活動について
支援を行います。

2. 地域の文化や伝統
行事の継承

①歌舞伎などの伝統行事の後継者不足を解消や無形民俗文
化財など、担い手育成や継承活動について支援を行います。

９.人権尊重の
推進

1. 学校における人権
同和教育

①教職員を対象とした人権同和教育講演会・人権同和研究授
業・人権同和教育研修を開催し、人権同和教育の実践を図り
ます。


